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歌
や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

　

前
夜
祭
の
最
後
を
飾
る

「
沙
流
川
花
火
大
会
」で
は
約

１
，５
０
０
発
の
花
火
が
夜

空
を
彩
り
、訪
れ
た
人
々
か

ら
大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
起

き
て
い
ま
し
た
。

祭
の　

日
は
ひ
だ
か

２３

樹
魂
舞
、門
別
沙
乱

舞
連
、平
取
義
経
な
る
こ
会

に
よ
る
総
勢　

人
の
迫
力
の

１００

あ
る
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー

ラ
ン
の
競
演
で
始
ま
り
、丸

太
を
ノ
コ
ギ
リ
で
切
り
落
と

す
タ
イ
ム
を
競
う「
木
こ
り

さ
ん
競
争
」や
重
量
約　

㎏

３００

の
丸
太
を
５
人
１
組
で
運
ぶ

「
流
送
レ
ー
ス
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
７
音
楽
隊

の
演
奏
会
で
は
音
楽
に
合
わ

せ
て
踊
り
出
す
人
や
、ア
ン

コ
ー
ル
の
呼
び
声
が
か
か
る

な
ど
観
客
と
一
体
と
な
っ
た

ス
テ
ー
ジ
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、両
地
区
の
踊
り「
日
勝

小
唄
」と「
門
別
音
頭
」が
披

露
さ
れ
、最
後
に
も
ち
ま
き

で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

ひ
だ
か
樹
魂
ま
つ
り

が
７
月　

日
・　

日
、

２２

２３

日
高
山
岳
ビ
ラ
パ
ー
ク
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、合
併
を
記
念
し

て
行
わ
れ
第　

回
目
と
な

３５

り
、時
折
、肌
寒
さ
を
感
じ
さ

せ
る
風
が
吹
き
ま
し
た
が
町

内
外
か
ら
約
５
，５
０
０
人

の
人
が
訪
れ
、盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

夜
祭
が
行
わ
れ
た　
２２

日
は「
観
光
踊
り
パ

レ
ー
ド
」が
市
街
地
を
練
り

歩
き
ま
つ
り
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。ビ
ラ
パ
ー
ク
で
は

日
高
地
区
の
林
業
の
歴
史
を

物
語
る「
木
遣
り
」や「
山
岳

太
鼓
」が
披
露
さ
れ
、会
場
を

取
り
囲
む
様
に「
う
ま
い
も

の
市
」が
開
か
れ
、名
産
の
ヤ

マ
ベ
の
唐
揚
げ
や
門
別
地
区

紹
介
コ
ー
ナ
ー
の
ツ
ブ
串
や

タ
コ
足
が
販
売
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
立
日
高
青
少
年
自
然
の

家
の
協
力
に
よ
り
、各
国
か

ら
の
北
海
道
大
学
留
学
生
と

そ
の
家
族
約　

名
が
参
加

１５０

し
、留
学
生
に
よ
り
各
国
の

本

①約３００ｋｇの丸太を５人１組で引く、流送レース。②約２０ｃｍの丸太を切り落とす、木こりさん競争。③見事な演
奏を披露。陸上自衛隊第７音楽隊。④木こりさん競争でお母さんを応援「がんばって！」。⑤三輪町長も一緒に、
観光踊りパレード。⑥夜空を彩った花火１，５００発。⑦雨の落ちそうな天気でしたが何とか最後まで持ちました。
⑧木遣りに挑戦！国際交流、北大留学生も祭りに参加。

ひ前
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外国語指導助手（ＡＬＴ）

アンドリュー・モーガンさん（２３）着任
　新外国語指導助手アンドリュー・モーガンさんが８月

２日に着任しました。

　アメリカ合衆国アイダホ州ベリンガムの出身で２３歳で

す。日本に来る前は西ワシントン大学で地理学と英語を

専攻していました。

　これから、日高地区において中学校や高校での英語授

業の助手や国際交流、教育委員会での産業学習授業や英

会話教室の講師、社会教育事業等へ参加する予定です。色々なイベントへも参加して町のみなさん

とたくさん交流しますので、見かけることがありましたらどうぞ声をかけてください。

　日本へ来るのは今回が初めてで、分からないこともまだたくさんあります。この町での生活に早

く慣れて頂き、たくさん友達を作ってあげたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。

（教育委員会生涯学習課教育振興係）

　北海道立富川高等学校の存続を求める署名活動で集められた署名簿が７月２８日、北海道教育委員会へ提

出されました。７月６日から署名活動が行われ富川高校を考える会・守る会（廣木英明会長）、同窓会（寺本

好見会長）、ＰＴＡ（市岡敏伸会長）の４団体が実施しました。町内はもとよ

り近隣市町のほか、本州からの協力もあり、１５～１７日の連休には町内の店舗

で、２３日には樹魂まつりでもボランティアによる活動も展開されました。

　道教委には廣木会長、寺本会長、市岡会長、鹿戸作蔵町議会議長、矢野満喜

雄助役、佐々木光由教育長、藤沢澄雄道議の８人で署名簿を持参し、提出し

ました。

　町営富川球場では、各事業所の主催により軟式野球トーナメント戦が行われました。選

手達が熱戦を繰り広げ、珍・好プレーにスタンドは大いに盛り上がっていました。

　大会成績は次のとおりです。

（全成績はホームページ「http://w w w.geocities.jp/to mikaw a_baseball/」をご覧下さい。）

◎富川フレンド杯（７／１８～７／２８）◎ゴールデンゴット・つぼ八杯（７／３～７／１４）◎ロマネコンテ杯（７／３～７／１４）
　　優　勝　愛光会　　優　勝　ＴＥＡＭ ＦＡＮＴＡＳＴ　　優　勝　愛光会
　　準優勝　西山牧場　　準優勝　勇和電工　　準優勝　おちゃっぴ～ず
　　３　位　球友会　　３　位　ジャガーズ　　３　位　ＴＥＡＭ ノーバ
　　４　位　富川コンボイ　　３　位　ドルフィンズ　　３　位　球友会
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　７月２１日、わかば保育所の夏祭り「おみこしワッショイ」が行わ

れ、この夏祭りで使用した立派なおみこしが高木ホーム（高木勇代

表　富川西３丁目）からプレゼントされました。

　子ども達はみんな大喜びで、わかば保育所では年長さん（１０名）

が張り子のトラとウサギを作り、おみこしに乗せて飾り付けをし

ました。

　夏祭り当日は、プレゼントされたおみこしを担ぎ、役場周辺を大

きな声で「ワッショイ！ワッショイ！」と練り歩きました。

　夏の行楽シーズンで事故多発期を迎えた７月２７日、交通安全を訴える

運動行事として、千栄地区のウェスタンファーム前にてシートベルトの

着用啓発街頭活動が行われました。

　熊の英訳のベアと北海道の方言をあわせて「シートベルトするベアー

作戦」と名づけ、ウエスタンファーム横に立っている高さ１３メートルの

熊の像に巨大なシートベルトが装着し安全運転を啓発。また、カラー

ガード隊によるアトラクションや室蘭開発建設部日高道路総合事業所、

日高町、警察車両など約３０台による車両パレードも行われました。

　大宝グループ「パーラーゴールデンゴット」（金子将士社長）主催の第２回

「社会福祉パチンコ大会」が３日、同店で行われました。門別地区の老人ホー

ムなど４施設のお年寄り３５人が参加。約１時間パチンコを楽しみ、大当たり

を連発する人もいました。

　この日は営業を休み、車椅子でも来場できるように固定イスも取りはず

してお年寄りに開放しました。

　同店では３位までの入賞者にトロフィーのほか、施設にＤＶＤプレー

ヤー２台と映画「男はつらいよ」シリーズのＤＶＤ全巻セットも寄贈されました。

　毎年７月を強調月間としている「社会を明るくする運動」は、今年で第５６回

を迎えました。静内地区保護司会門別分区では犯罪や非行のない明るい社会

を築くため、様々な活動を行っています。

　７月７日には同分区（星野明治分区長）保護司のみなさんによる車両パレー

ドが行われ、役場本庁舎にて法務大臣メッセージ伝達式が行われました。

また強調月間に伴う習字展も厚賀郵便局で開催され、厚賀中２年生真野亜香

音さん（正和）と同校３年生森川夕加さん（厚賀町）が町長賞を受賞し、７月２５

日役場町長室において町長より表彰状を受け取りました。
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○
日
時　

９
月　

日（
日
）　

時
～　

時

１０

１０

１２

○
集
合　

国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玄
関
ホ
ー
ル

○
場
所　

自
然
の
家
周
辺

○
講
師　

村
井
雅
之
さ
ん

　
　
　
　
（
ゆ
う
ふ
つ
原
野
自
然
情
報
セ
ン
タ
ー
）

○
内
容　

昆
虫
を
中
心
に
、秋
の
自
然
を
探
し
に
行

「
夏
の
自
然
探
索
と
野
外
遊
び
」

　

今
年
度
も
チ
ャ
イ
ル
ド
学
級
が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
１
回
目
は
、富
川
自
然
公
園
を
会
場
と
し
て
、７

月　

日（
水
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２６

　

講
師
に
は
、日
高
の
森
と
海
を
語
る
会
事
務
局
長

　

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ミ
ナ
ー
の
今
年
度
第
２
回
目
が
、

７
月　

日（
日
）に
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家
の

３０

前
の
河
原
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
ア
ウ
ト
ド
ア
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
の
千

葉
啓
さ
ん
と
パ
ン
タ
・
マ
ヘ
ン
ド
ラ
さ
ん
を
講
師

に
、河
の
水
圧
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
て
向
こ
う
岸
へ

渡
っ
た
り
、安
全
な
ポ
ー
ズ
を
学
ん
で
か
ら
流
れ
て

み
た
り
し
ま
し
た
。無
理
し
て
立
と
う
と
す
る
と
危

な
い
こ
と
や
、枝
な
ど
の
障
害
物
に
引
っ
か
か
る
と

抜
け
出
せ
な
い
こ
と

な
ど
も
学
び
ま
し

た
。

　

河
で
こ
の
よ
う
な

体
験
を
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
い
の
で
、

冷
た
い
沙
流
川
の
水

に
震
え
な
が
ら
も
楽

し
み
な
が
ら
体
験
で

き
た
よ
う
で
し
た
。

　

７
月
６
日（
木
）に
国
立
日
高
青
少
年
自
然
の
家

及
び
幌
内
林
道（
自
然
の
家
～
さ
ん
ご
の
沢
）に
お

い
て
、　

名
の
大
学
生
の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
ま

２４

し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、青
少
年
自
然
の
家
を
出

発
し
サ
ン
ゴ
の
滝
ま
で
の
往
復
約
５
㎞
の
道
程
を

ほ
ぼ
全
員
が
元
気
に
歩
き
、健
康
づ
く
り
と
大
学
生

同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
は
、日
高
総
合
支

所
住
民
生
活
課
赤
坂
主
幹

が
講
師
と
な
り「
フ
ッ
ト
ケ

ア
」を
中
心
と
し
た
健
康
体

操
や
講
話
を
行
い
、足
の
指

や
足
首
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
、爪
や
足
指
の
役
割
に
つ

い
て
の
学
習
を
し
ま
し
た
。

健
康
セ
ミ
ナ
ー

～
さ
ん
ご
の
沢
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
～

　

６
月
７
日（
水
）か
ら「
書
道
ク
ラ
ブ
」（
日
高
こ
も

れ
び
ホ
ー
ル
）、６
月　

日（
土
）か
ら「
民
謡
ク
ラ
ブ
」

１０

（
日
高
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
）が
そ
れ
ぞ
れ
開
講
さ

れ
ま
し
た
。現
在
、各
ク
ラ
ブ
約　

名
の
受
講
生
で

１０

活
動
し
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら　

月
ま
で
毎
週
実
施

１０

さ
れ
、　

月
に
開
催
さ
れ
る
文
化
祭
で
の
発
表
に
向

１１

け
、ク
ラ
ブ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、開
催
中
の
申
し

込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す

の
で
、受
講
希
望
の
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

※
連
絡
先

　

生
涯
学
習
課
０
１
４
５
７－

６－

３
８
５
８

「
書
道
ク
ラ
ブ
・
民
謡
ク
ラ
ブ
」

「
沙
流
川
を
あ
る
い
て
わ
た
ろ
」

「
秋
の
自
然
を
楽
し
も
う
」

「
縄
文
土
器
を
見
つ
け
よ
う
」

参 
加 
者 
募 
集

○
日
時　

９
月　

日（
日
）

１０

○
日
程（
車
が
出
ま
す
）

　
　

厚
賀
出
張
所
前　
　
　
　
　
　

９
時　

分
００

　
　

門
別
公
民
館
前　
　
　
　
　
　

９
時　

分
３０

　
　

門
別
総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
前　

９
時　

分
４０

　
　

門
別
図
書
館
前　
　
　
　
　
　

９
時　

分
５０

　
　

富
川
出
張
所
前　
　
　
　
　
　
　

時　

分

１０

００

　
　

※
帰
り
は
富
川
出
張
所　

時　

分
予
定

１６

３０

○
場
所

　
　

厚
真
町　

上
幌
内
モ
イ
遺
跡

○
対
象

　
　

小
学
生
以
上
の
町
民

　
　
（
小
学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

○
定
員

　
　
　

名（
先
着
順
）

１５

○
参
加
料

　
　

無
料

○
受
付
期
間

　
　

８
月　

日（
日
）～
９
月
７
日（
木
）

２７

○
申
込
先

　
　

門
別
図
書
館
郷
土
資
料
館

　
　

℡
０
１
４
５
６－

２－

３
７
４
６

の
高
橋
誼
氏
を
招
き
、公
園
を
散
策
し
な
が
ら
様
々

な
野
草
を
使
っ
た
遊
び
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

オ
オ
イ
タ
ド
リ
の
茎
で
笛
を
作
っ
た
り
、サ
サ
を

利
用
し
た
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
、ト
ウ
グ
ミ
な
ど
を
食
べ

た
り
と
、参
加
し
た
親
子
は
自
然
体
験
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、講
師
か
ら
は
、植
物
の
名
前
の
由
来
、自
然

探
索
の
注
意
点
や
ク
ワ
・
グ

ミ
以
外
で
も
食
べ
る
こ
と
の

で
き
る
草
な
ど
の
説
明
の

他
、自
然
体
験
を
す
る
こ
と

が
子
ど
も
の
感
性
を
育
む
こ

と
に
繋
が
る
な
ど
の
お
話
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
　
　

き
ま
し
ょ
う
。

○
費
用　

無
料

○
定
員　
　

名
程
度

２０

○
準
備　

外
歩
き
で
き
る
服
装
、飲
み
物
、保
険
証

　
　
　
　

の
コ
ピ
ー

○
問
い
合
わ
せ
、申
込

　

日
高
山
脈
館

　

℡
０
１
４
５
７－

６－

９
０
３
３
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「 」

　７月２９日～３０日、１泊２日の日程で広富山村研修センター・広富山村広場を会場

に町内の子ども（４年生から６年生まで）６７名、リーダー１２名、少年団母集団１０名、

計１２３名が集まり「思いっきり自然体験！グリーンアドベンチャーが開催されまし

た。

　１日目は、各班でテントを立て、切った木を利用した名札作りを行いました。

　午後からは、子ども達が楽しみにしていた川遊

びとヤマメつかみを行い、夕食の焼き肉と一緒に

ヤマメの塩焼きをたくさん食べました。夜には、

壮大なキャンプファイヤーを囲み、リーダーを中

心にレクやダンス、花火などを楽しみ、友情の和

を広めました。

　２日目は、門別本町の海岸へ移動し地曳網を体

験しました。全員で力を合わせ、網を曳き魚を捕

りました。

　閉会式では、富川剣道スポーツ少年団の田中大

樹君がお礼の言葉を述べて２日間の野外活動を

終えました

 威  惟  尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 

 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 

 慰  易  尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉 

　７月１８日（火）～２１日（金）に、のびスポクラブの第２種目として『水泳教室』を行いました。

　むかわ町（四季の館）のプールを利用させて頂き、富川南西スポーツク

ラブ（総合型地域スポーツクラブ）のＪｒクラブのメンバーと合同で約

４０名の子ども達が水泳の指導をうけました。

　最初に子ども達を４組にクラス分けし、それぞれのレベルにあった指

導を行ってもらいました。

　基礎（バタ足、息継ぎ）をはじめ、クロールのフォームの練習を行った

子ども達は、４日間という短い期間でしたが確実に上達した姿を見せて

くれました。

 臆  牡  桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 

 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 
 乙 

 俺  卸  桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶桶 

　先月（７月号）の広報の中で、教育長杯パークゴルフ大会の結果を記載しましたが、男子の成績が間違ってい

ましたので、正しい成績を再度掲載いたします。

 威  惟  尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 

 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 
 意 

 慰  易  尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉尉 

＜７月号掲載記事＞

男子の部　　　　　　 スコア

　優　勝　高岡　久夫（１０６）

　準優勝　金岩　良美（１０９）

　第３位　菊池　忠雄（１０９）

＜７月号正しい記事＞

男子の部　　　　　　 スコア

　優　勝　高岡　久夫（１０６）

　準優勝　金岩　良美（１０９）プレーオフに

 ※第３位  内村　季男（１０９）プレーオフに
岳
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保健福祉課

　℡ ０１４５６－２－６１８３

総合支所住民生活課

　℡ ０１４５７－６－３１７３

　　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂

肪
症
候
群
）」と
い
う
耳
慣
れ
な
い
言
葉
、健

康
に
関
心
が
高
い
方
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。こ
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、内
臓
の
ま
わ
り
に
脂
肪

を
蓄
積
す
る「
内
臓
脂
肪
型
肥
満
」の
人
が
、

「
高
血
糖
」「
高
血
圧
」「
脂
質
異
常
」と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
の
危
険
因
子
を
二
つ
以
上
あ
わ

せ
も
っ
て
い
る
状
態
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
危
険
因
子
は
、そ
れ
ぞ
れ
一
つ
だ

け
で
も
動
脈
硬
化
を
招
き
ま
す
が
、検
査
数

値
が
少
し
高
め
と
い
う
ご
く
軽
度
で
も
危
険

因
子
が
複
数
重
な
る
こ
と
で
、互
い
に
影
響

し
あ
っ
て
動
脈
硬
化
を
急
激
に
進
行
さ
せ
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど
の
病
気
を
発
症
さ

せ
る
危
険
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
強
く
疑
わ
れ
る
人

と
予
備
軍
と
考
え
ら
れ
る
人
を
あ
わ
せ
た
割

合
は
、　

歳
以
上
で
特
に
高
く
な
り
、　

～　

４０

４０

７４

歳
で
は
男
性
の
２
人
に
１
人
、女
性
の
５
人

に
１
人
に
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。

　

さ
て
、あ
な
た
は
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

ぽ
っ
こ
り
お
腹
は
黄
色
信
号

　

昨
年
４
月
、日
本
独
自
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
診
断
基
準
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
診
断
基
準
で
は
、特
に
内
臓
の
ま
わ

り
に
脂
肪
が
蓄
積
さ
れ
た
内
臓
脂
肪
型
肥
満

が
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
鍵
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

 濠豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪轟 

 濠豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪轟 
　
「
最
近
太
っ
て
き
た
な
ぁ
」と
気
に
し
て
い

る
方
！
ま
ず
は
自
分
の
ウ
エ
ス
ト
を
測
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。立
っ
た
ま
ま
で
お
へ
そ
回
り

を
メ
ジ
ャ
ー
で
測
り
ま
す
。男
性
で　

㎝
以

８５

上
、女
性
で　

㎝
以
上
の
場
合
は
内
臓
脂
肪

９０

型
肥
満
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
に
加
え
、

血
圧
や
血
糖
値
、血
中
脂
質
で
当
て
は
ま
る

も
の
が
２
項
目
以
上
あ
れ
ば
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
強
く
疑
わ
れ
ま
す
。ま
た
、

ウ
エ
ス
ト
が
基
準
値
以
上
で
血
圧
や
血
糖

値
、血
中
脂
質
で
１
項
目
当
て
は
ま
る
も
の

が
あ
れ
ば
、メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
備
軍
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
た
め
に

　

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、毎
日
の
生
活
の

中
で
自
分
の
体
に
も
っ
と
興
味
を
持
つ
こ
と

で
す
。年
に
１
回
健
診
を
受
け
て
、自
分
の
健

康
状
態
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、「
１
に
運
動
、２
に
食
事
、し
っ

か
り
禁
煙
、最
後
に
ク
ス
リ
」を
健
康
づ
く

り
の
合
言
葉
に
、生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

ウエスト周囲径

男性８５ｃｍ以上　女性９０ｃｍ以上
これに加え、以下の２項目以上が当てはまること

　①収縮期（最大）血圧が１３０ｍｍＨｇ以上または

　　拡張期（最小）血圧が８５ｍｍＨｇ以上

　②空腹時血糖値が１１０ｍｇ／ｄｌ以上

　③中性脂肪１５０ｍｇ／ｄｌ以上または

　　ＨＤＬコレステロール４０ｍｇ／ｄｌ未満

　◎移動献血車による日高町内の献血事業を次の日程で実施いたしますので、献血にご協力ください。

　　　　９月２７日（水）　　①９：００～１０：１０　ＪＡ厚賀支所前

　　　　　　　　　　　　②１０：３０～１１：１０　厚賀漁協前

　　　　　　　　　　　　③１２：５０～１３：５０　門別国保病院前

　　　　　　　　　　　　④１４：００～１６：００　日高町役場本庁舎前
　　　　　　　　　　※平成１８年度における献血事業は、１１・３月にも予定しています。

保健福祉課福祉係（℡01456-2-6183）
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　日高町の医療費助成制度については、毎年８月１日を基準日として前年の収入と課税状況により更新手続

きを行っています。  受給対象となっている方には個別に更新のご案内を送付していますが、前年度以前に所

得基準の超過等により対象外となった方についてはご案内をしておりませんので、対象となると思われる方

については、申請を行うようお願いします。

　各制度ごとの対象者及び所得基準については、次のとおりです。

　○重度心身障害者医療費助成事業

　　重度心身障害者（身体障害者１級、２級及び３級の内部疾患）

　　重度知的障害者（知能指数が概ね３５以下、身障３級で概ね５０以下）

　○ひとり親家庭等医療費助成事業

　　ひとり親家庭の母、父及び児童（両親の死亡等により他の家庭に扶養されている児童を含む)

　○乳幼児医療費助成事業

　　満６歳に達する日（誕生日の前日）以降の最初の３月３１日までの者。

　　平成１３年３月３１日以前に出生した乳幼児については、所得制限の対象となりません。

　○老人医療費助成事業（道老）

　　単身世帯、老人夫婦世帯、老人と児童の世帯に属している方で昭和１４年７月３１日以前に生まれた方。１８歳

　　以上のお子さんがいる場合は、６ヶ月以上別居している方で、お子さんの所得要件に制限があります。

　○助成内容

　　・重度、ひとり親、乳幼児

　　　３歳未満及び町民税非課税世帯については、初診時一部負担金を除く健康保険の自己負  担分。町民税

　　　課税世帯については、自己負担が原則１割（月額限度額入院４０，２００円  外来１２，０００円となりますが、当該

　　　自己負担額を健康保険の自己負担分から控除した額）

　　　老人保健の１割負担対象者で町民税課税対象世帯の方は、老人保健と重度心身障害者医  療費助成事業

　　　の自己負担額が同額となりますので、助成対象となりません。

　　・老人（道老）

　　　老人保健での自己負担額と健康保険の自己負担額の差額

 禍  稼  禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 

 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 
 箇 

 花  苛  禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾禾 

各事業毎の世帯生計維持者の所得制限限度額
（老人（道老）２については別居のお子さんの所得制限限度額　単位：千円）

 老人
（道老）２

 老人
（道老）１ 乳幼児 ひとり親

家庭等
重度

心身障害者扶養親族数

 ６，２８７ １，５９５ ４，６００ ２，３６０  ６，２８７０人
 ６，５３６ １，９７５ ４，９８０ ２，７４０  ６，５３６１人
 ６，７４９ ２，３５５ ５，３６０ ３，１２０  ６，７４９２人
 ６，９６２ ２，７３５ ５，７４０ ３，５００  ６，９６２３人
 ７，１７５ ３，１１５ ６，１２０ ３，８８０  ７，１７５４人
 ７，３８８ ３，４９５ ６，５００ ４，２６０  ７，３８８５人

　ストレスの多い現代社会では、本人と周囲の人がストレス状態やこころの病気に気づき、適切な対処法が

必要です。具体的な知識や支え合いについて学びましょう。

　　　　　○と　き　平成１８年９月２０日（水）　１３：３０～１５：００　

　　　　　○ところ　門別公民館　講堂

　　　　　○内　容　講演　「ほっとかないで、こころの悩み～こころの健康について～」

　　　　　○講　師　浦河赤十字病院第１精神神経科部長　川村敏明先生

　　　　　○料　金　無料

問い合わせ先　保健福祉課　℡０１４５６－２－６１８３
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☆こんな時にご利用ください

・早出や残業時の保育施設の保育開始時間までや保育終了後の預かり。

・学童保育終了後の預かり。

・保護者の病気や用事がある場合、美容院や買い物に行きたい時など。

・お子さんの病気（伝染性）による保育所等へまだ行けない状態の時、

　軽度であれば。

・その他、子育てに少し疲れたと思った時等、遠慮なくご利用ください。

・サークル活動中や講習会など、近くの部屋で預かる等の集団託児も行

　います。

託児サービス「ホットタイ
ム」の趣旨に賛同し、資金援
助をしてくださる賛助会員

（個人一口１，０００円、団体一口
３，０００円）も募集しています。

　こんにちは。子育て中のお父さんお母さん、悪戦苦闘していませんか？ホットタイムは子育て中の
皆さんが笑顔で子育てをできるようにサポートしていきたいと願っています。まだ立ち上げたばかり
で、不手際があるかと思いますがよろしくお願いします。
　協力会員は２０名程度です。幼・小・中・高・大・社会人の子を持つ、それぞれ経験豊富なベテランのお母
さんばかりです。
　日高町社会福祉協議会主催の保育サービス講習会を受講し、修了書を取得、保険加入も済みました。
安心してお預けください。

託児サービス 情報

電話窓口

ホットタイム
会員登録

 禍  稼  禾禾禾禾禾禾 
 箇 
 箇 

 箇 
 箇 

 花  苛  禾禾禾禾禾禾 

割 喝託児活動
　　申し込み

援助申し込み

→託児報酬の支払い
←事前打ち合わせ

サービス提供

利用会員 協力会員

　日高医師会（西部地区）では毎年、日高・平取の町民を対象に救急医療の現状に関する講演や、いざというと

きの応急処置の実演を開催しています。

　今年は、以下の日程で日高町で開催しますのでご来場下さいますようお知らせします。

　　　　◎日　時　　９月６日（水）１８：００

　　　　◎会　場　　日高町門別本町　門別公民館「講堂」

　　　　◎講　師　　札幌医科大学　麻酔科　教授　並 木 昭 義 先生

　　　　◎演　題　　「みんなに必要な救命救急時の対応」

　　　　◎実　技　　日高西部消防組合消防署職員による救急法

　　　　◎主　催　　日高医師会

　　 　 ◎共　催　　静内保健所、日高町、平取町　
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　７月３０日（日）フレンド杯パークゴルフ交流大会（写真）が町中央

パークゴルフ場で、男３１ 名、女１４ 名計４５名が、青空が広がる中２ラン

ド合計で開催され地域内交流が図られました。

　◎成績は次のとおり

　Ｊｒクラブ「パークゴルフ」活動終わる

　７月８日、１５日　日高地区パークゴルフ協会員の親切丁寧な指

導のもと、ルール・マナー、基本的な技術を学びました。

　また、２２日には交流会を開催、習ったルール・マナーを思い出し

ながら楽しく交流が図られました。

　地域間の球技交流事業を開催します。詳しくは、会報等でお知

らせしますので積極的な参加をお待ちしております。

　　◎問い合せ　　富川南西スポーツクラブ　　０９０－１５２５－４１９７（事務局）

　　　　　　　　　日高地区スポーツクラブ　　０１４５７－６－３８５８（教育委員会内）

女性の部男性の部成　　績

奈　良　光　子高　岡　久　夫優　　勝

川　島　俊　子長谷部　　誼準 優 勝

松　原　慧　子岩　寺　重　信第 ３ 位

第１回
日高町民親睦ゴルフ大会
◎開催日　　１０月１日（日）　８時スタート

◎当日受付　７時３０分までに受付終了願います。

◎会　　場　平取カントリー倶楽部

◎ハンディ　ダブルペリア方式

◎競技方法　１８ホールストロークプレイ

◎参加料　　３，０００円（昼食、賞品代含む）

　　　　　　※プレー料金及び飲物代は各自精算

　　　　　　　下さい。

◎募　　集　先着７０名

　　　　　　日高町内在住若しくは勤務者

◎賞　　品　優勝・準優勝外多数

◎申込期間　９月２０日（水）午後５時まで

◎申込先　　事務局：大越（門別町商工会）

　　　　　　℡０１４５６－２－６３０１

◎主　　催　日高町民ゴルフ実行委員会

◎後　　援　日高町

　　　　　　門別町商工会

　　　　　　日高町商工会

　　　　　　門別町建設協会

　　　　　　日高町建設協会

第８回
防火パークゴルフ大会

◎開催日時　平成１８年９月２３日（土）　秋分の日
　　　　　　午前９時００分から
◎開催場所　日高町富川東６丁目 
　　　　　　「門別中央パークゴルフ場」
◎募集定員　先着７２人  
◎参加資格　日高町内に居住している１８歳以上の方
　　　　　　（高校生を除く）
◎参加申込
　申込書に必要事項を記入の上、最寄りの消防署・日
高支署・門別分遣所・厚賀分遣所に申込み下さい。申込
書は、消防署・日高支署・各分遣所・日高町立門別総合
町民センターにあります。町民センターでの申込み
はできませんので、ご了承下さい。
◎募集期間　平成１８年９月１日（金）～　１０日（日）　
　　　　　　※毎年応募が殺到し数日で定員になり
　　　　　　　ますのでお早めに申込み下さい。
◎その他　　雨天の場合、門別中央スポーツホール
　　　　　　（ゲートボール場）に集合して下さい。
◎問い合わせ先
　　日高西部消防組合消防署予防課予防係
　　　℡０１４５６－２－１５２１
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　天皇皇后両陛下は、９月５日（火）から６日（水）まで第１６回国際顕微鏡学会議記念式典にご臨席のため北海道

をご訪問になり、また同式典終了後、本道の地方事情ご視察のため９月７日（木）から９日（土）まで日高・十勝地

方をお訪ねになります。今上天皇におかれましては初めてのご訪問となります。

　当町には、９月７日（木）午後２時ころ日高自動車道日高富川インターを経由し、国道２３７号、２３５号を通過して

門別総合町民センターにお立ち寄りになり、１５分間程度の御少憩を取られた後、新冠町に向けてご出発されま

す。

　町では、御休憩所となる門別総合町民センターの駐車場のほか、御料車が通過する富川、門別本町及び厚賀の

市街地の国道沿いに、まとまって奉送迎する場所を設置します（下表参照）。このようにまとまって奉送迎され

る場所では、御列の車が徐行され、両陛下がお手を振られる場合が多いようです。

奉送迎をされる方は、現場の警察官や町職員の誘導に従い、決められた位置で奉送迎されるようお願いします。

　なお、近くに駐車場がない場所もありますが、路上駐車などはしないようにしてください。

　また、御料車の御列が通過する時間帯は、国道と周辺道路の通行規制が行われますが、ご理解とご協力をお願

いいたします。

天皇皇后両陛下行幸啓　一般奉送迎所

最寄りの駐車場御列のおおよその通過
又は到着時間

地　点　名
番

号
地区名

９月７日（木）
午後２時００分～２時２０分

ＮＴＴビル向い１

富川地区

浜田商店横２

日高食肉原料協同組合向い３

新光町生活館セイコーマート松下向い４

さるがわせせらぎ公園五條クリーニング前５

さるがわせせらぎ公園パチンコ大統領前６

並木龍雲堂前７

富川小学校・図書館郷土資料館富川小学校前８

富川小学校・図書館郷土資料館門別警察署前９

図書館郷土資料館協友商事横10

旧水道事務所・佐留太生活館ｱｰﾄﾍｱｰK O K O前11

旧水道事務所・佐留太生活館肉の若松前12

ﾘｻｲｸﾙｼｮｯﾌﾟ金太郎前13

町営住宅神社下団地前空地セイコーマート矢田前14

数矢畳店横15

開発局前16

ｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｽﾞｸﾗﾌﾞｻﾗﾌﾞﾚｯﾄﾞﾌﾞﾘｰﾀﾞｰｽﾞｸﾗﾌﾞ横17

門別総合町民センター
とねっこの湯

９月７日（木）
午後２時１０分～２時４０分

門別総合町民センター駐車場（御休憩所）

若草生活館
９月７日（木）

午後２時２０分～２時４０分

田湯運送店前18
門別本町

地区
若草生活館セイコーマート門別緑町店横19

Ａコープ門別店Ａコープ門別店前20

役場厚賀出張所

厚賀郵便局
９月７日（木）

午後２時５０分～３時１０分

厚賀第１バス停横21

厚賀地区 厚賀郵便局前22

中村自工前23

　　　　※奉送迎所は、７番の地点を除き、御料車の進行方向に向かって左側に設置します。
　　　　　交通規制がありますので、奉送迎所には早めに到着するようお出かけください。
　　　　　奉送迎所では、警察官や町職員の誘導に従ってご整列ください。
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　北海道財政は危機的な状況にあり「財政立て直しプラン」のもと、道道の維持管理につきましても作業内容の一部見

直しやコスト縮減に取り組んでいるところです。限られた予算のなか、経費節減など一層効率的な維持管理に努めてい

きますが、住民の皆様におかれましても、ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

◎草刈は年１回

　毎年実施時期を７月上旬頃から進めていくよう予定しています。なお、幅は舗装端より１ｍ程度です。（※カーブ等で

見通しのきかない場所や、あらかじめ交通障害が懸念される場所については、上記によらず草刈を行います。）

◎道路照明の消灯

　既存の道路照明であっても、その必要性等を再検証したなかで消灯を実施していきます。

◎道路の樹木について

　老朽した危険な樹木や過度な繁殖により維持するのが困難となった樹木の間引きや撤去を進めます。（撤去後、再植

樹はしません）民地の樹木が道路にせり出している場合は、基本的に樹木の所有者により枝はらいをお願いします。

◎道路を汚さない

　道路上に堆肥等を落とさないようお願いします。農耕用トラクターや工事現場等からの車輌が舗装道路に進入する

場合は車輌のタイヤについた泥を落としてから進入してください。舗装道路を汚した場合は、速やかに清掃するようお

願いします。

　冬季に滑り止めの砂をまくため、春先に道路が汚れている場合がありますが、走行するに支障がないと判断した場合

は清掃しません。

◎道路にゴミを捨てない

　空き缶、ペットボトル、タバコの吸い殻、タイヤ、家電等を道路及び道路敷地内に投棄しないでください。（不法投棄行

為をした人は、懲役、罰金もしくは過料が科せられます。）

◎道路を使用する場合

　家の新改築等に伴う足場等の設置で一時的に道路を使用する場合や車の出入りのための縁石切り下げを行う場合

は、土木現業所の承認や許可が必要です。なお、歩道等の道路敷地内には広告用のぼり、看板等は設置できません。（※不

法に道路敷地内に工作物等を設置した人は、懲役もしくは罰金が科せられます。）

◎道路情報の提供協力

　北海道の管理する道路の穴や段差、排水施設の閉塞等の道路情報の提供をお願いします。

 謂  遺  違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違 
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 井  亥  違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違違 

　兼ねてより進めていた環境影響評価について、４車線から２車線へ計画変更したことにより、環境影響評価法の対象

外（下記公告内容）になったことから、同法に基づく手続きを廃止します。今後は、環境調査報告書（案）において学識経験

者からの助言をふまえ、「報告書」を作成し、公表を行うこととしています。

　なお、今まで実施してきた環境調査等については、継続的に調査を進め、環境に留意して厚賀静内道路事業を進めて

いくこととしています。今後ともご協力のほど、宜しくお願い致します。

環境影響評価の手続きについて
　日高自動車道厚賀～静内間は、道路構造の変更に伴い環境影響評価法の規定に基づく手続きが廃止となりました

ので公告します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成１８年８月２５日　国土交通省北海道開発局長　本多　満

１．事業者の氏名及び住所

　　　氏名　国土交通省北海道開発局長　本多　満

　　　住所　〒060-8511　札幌市北区北８条西２丁目　札幌第１合同庁舎

２．対象事業の名称、種類及び規模

　　　高規格幹線道路　日高自動車道厚賀～静内間

　　　（日高町～新ひだか町、延長約１５ｋｍ、４車線から２車線に変更）

３．環境影響評価法の該当条項

　　　環境影響評価法第３０条第１項第２号に該当

４．問い合わせ先

　　　①国土交通省北海道開発局開発監理部開発環境課審査係　　　TEL011－709－2311（内線5418）

　　　②国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部企画課環境専門官　TEL0143－22－9171（内線367）
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☆後部座席もシートベルトを着用しよう！

　○後部席の着用率は、約５％と極めて低い。

　　『後部座席は、「シートベルトをしなくても減点にならない。」と思っている方は多いのではないで　

　　しょうか。確かに道路交通法では、後部座席のシートベルト着用に努めるように定めているだけです　

　　が、本当に着用しなくても良いのでしょうか？』

　　・事故類型（出会い頭等）によっては、後部席の方が危険である。　　　　　　　

　　・後部席の死亡率は、前部席と変わらず、安全な席はどこにもない。

　　・後部席のシートベルト非着用死者の半数は、着用により生存可能である。

　　　安全な座席はありません。違反になるとか、ならないではなく、大切な命を守るため「後部座席

　　　もシートベルト」「小さな子供さんには、チャイルドシート」をお願いします。
　

☆門別警察署で夏休み交通安全警察体操

　・昨年と同様、この夏休み期間中、小学生が門別警察署で警察体操

　　を毎朝行い、思いっきり体を動かし署員から夏休みの交通事故防

　　止の指導を受けました。

☆秋の全国交通安全運動

　○実施期間　９月２１日（木）～９月３０日（金）１０日間

　・年間スローガン　ストップ・ザ・交通事故死
    　　　　　　　　　　～めざせ　安全で安心な車社会　北海道～

　・重点項目　●スピードの出し過ぎと飲酒運転の防止

　　　　　　　●高齢者の交通事故防止

　　　　　　　●夕暮れ時の歩行者と自転車乗用中の交通事故防止

　　　　　　　●シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

☆日高地区交通災害共済

　・年額５００円で、３万円から８０万円の見舞金！

　　交通災害共済に加入しましょう！

　　（加入申込先：役場 住民課 地域安全係 又は、総合支所・各出張所へ）

３８件・・・・焔発生件数

４人・・・・焔死  者  数

５４人・・・・焔傷  者  数

２００６年 ７ 月３１日 現 在

７／１３　交通安全行灯啓発
　　　　（国道２３７号線）

７／３１　交通安全警察体操
　　　　（門別警察署前）

第６号

気日常の生活の中で交通安全を考え実践しましよう。

交通死亡事故抑止３大対策４大キャンペーン
今年もワーストワン返上！

　　　Ｓ　スピード・ダウン
　　　Ｓ　シルバー・セーフティアップ
　　　Ｓ　シートベルト・レベルアップ
　　　　　※飲酒運転追放

毎月１５日は

道民交通安全の日

 ストップ・ザ・交通事故死



15－　　－

税務課では平成１８年９月７日（木）より毎週木曜日、富川出張所で夜間納税窓口を開設いたします。

仕事などの事情で、平日の日中に納付が困難な方のために税の納付を受け付ける窓口です。

納付書がなくても納付することができます。また、納税に関する相談も受け付けます。

　　◎開設場所　日高町役場富川出張所（試行実施のため富川地区のみの開設になります。）

　　◎開設日　　９月から１１月までの毎週木曜日

　　◎開設時間　午後５時から午後８時まで

　　◎納付税目　住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税

　　　　

　町税等の滞納が増えると、町民サービスに影響が出ます。町では、税負担等の公平性を確保するために納付に

誠実性を欠く滞納者に対して、勤務先への給与照会や金融機関への預貯金調査などを実施しています。

　その調査の結果、納税する資力がありながら納税意識がなく、自主的な納税等が見込めない方に対しては、国

税徴収法の例などにより差し押さえなどの強制処分を実施します。各種使用料についても水道の給水停止や公

営住宅の明け渡し請求などを順次実施することとしています。

　税・使用料などを納入されていない方は、早急に納入してください。また、特別の事情がある方は、各担当課ま

で必ずご相談ください。

　　　　　　　　税目・料金別の主な収納対策　　　　　　（担　当　課）

財産調査・財産等の差し押さえ　　　　　　　　　（税務課・庶務課）町　　　税１

医療費の償還払い（医療費が一時全額自己負担となる「資格証明書」の
交付）現金給付などの一時停止、財産調査、財産の差し押さえ
　　　　　　　　　　　　（税務課・保健福祉課・庶務課・住民生活課）

※このほか、介護保険サービスを利用するときに  給付制限を受ける場
　合があります。

国民健康保険税２

保険給付の償還払い・現金給付の一時停止　（保健福祉課・住民生活課）介 護 保 険 料３

給与等の差し押さえ　　　　　　　　　　   （保健福祉課・住民生活課）保　育　料４

給水停止　　　　　　　　　　　　　　　 （上下水道課・施設整備課）水道料金・下水道使用料５

保証人への納付協力依頼・請求（納入されない場合は明け渡し請求）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（管財建築課・施設整備課）

町営住宅等使用料６

保証人への納付協力依頼・請求　　　　　　　　 　　　（住　民　課）ウタリ住宅改良資金貸付金７

夜間訪問徴収の強化　　　　　　　　　　　　　　　 　（生涯学習課）学 校 給 食 費８

　

お問い合せ　日高町役場収納対策室　℡０１４５６－２－５３００

　　※　　が開設日です。（木曜日が月末、祝祭日の場合は翌日の開設となります。）

９　月
土金木水火月日

21

9876543

16151413121110

23222120191817

30292827262524

１０　月
土金木水火月日

7654321

141312111098

21201918171615

28272625242322

313029

１１　月
土金木水火月日

4321

111098765

18171615141312

25242322212019

3029282726
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牧場の逸品オークション出展者募集

あの名馬の優勝記念のブレザーや蹄鉄など、オークショ

ンを開催します。出品いただける方は、ご連絡ください。

とねっこダービー

男性の部・女性の部・少年の部　各３人１組

乗馬ジムカーナ

パイロンのくぐり抜けなどを乗馬で行う個人競技。

　　乗馬経験者であれば、どなたでも参加可能です。

　日高町と門別町が合併し、新「日高町」となりました。これを記念して、これからも山とともに歩み、山の自然

を次世紀へと引き継ぐため、山の生い立ちや自然について学び、観察する登山会を開催します。

◎参加条件　初級者（小学生以上、往復６時間歩行）

　　　　　　２日間通して参加できる健脚の方。小中学生は保護者同伴。高校生は保護者の同意が必要。

◎参加費用　10,000円（保険（登山のみ有効）、宿泊および食事、バス代、引率費）

　　　　　　※前後泊、山岳保険加入の有無等で参加料が変わります。小中学生・高校生も同額です。

◎宿　　泊　国立日高青少年自然の家（前後泊も可能です）

◎食　　事　１日目（土）夕食・２日目（日）朝昼２食分のおにぎり弁当付き。（飲料・行動食はご用意ください。）

◎服　　装　一般的な登山に準じます。（雨具、防寒着等を含む）1週間ほど前に下見を行う予定ですので、

　　　　　　登山者確定後にご連絡します。また他に注意事項があればご連絡します。

◎定　　員　２０名。応募多数の場合は抽選します。（北トッタベツ岳登山会に参加された方以外を優先。）

◎申込方法　申込用紙に必要事項を記入の上、郵送またはメールで申し込み下さい。1人1枚の申込としま

　　　　　　す。メールの場合は様式を問いませんが、記入漏れの項目がないよう十分にご注意ください。

　　　　　　※ＦＡＸおよび電話での申込受付はいたしません。

◎申込期限　９月５日（火）締切　※締切日必着とします。消印有効ではありません。

◎参加可否　それぞれ申し込み締切日の３日後までに電話等でご連絡差し上げます。

◎日　　程　２３日（土）１５時集合　国立日高青少年自然の家

　　　　　　２４日（日）１７時解散　国立日高青少年自然の家

　　　　　　※登山日程の詳細は、登山者確定後にご案内いたします。

問い合わせ（申込用紙請求先）・申し込み先：日高山脈登山会議事務局（日高町役場日高総合支所）

〒０７９－２３９２　沙流郡日高町本町東３丁目　Tel:０１４５７－６－２００８  Fax０１４５７－６－３９８１

E-mail  takahashi.takeshi@town.hidaka.hokkaido.jp　http://www.town.hidaka.hokkaido.jp/hmc/

９月２３日～２４日　ペンケヌーシ岳（１，７５０ｍ）

国立日高青少年自然の家

日高山脈セミナー「登山とヒグマ（予定）」

前田菜穂子さん（のぼりべつクマ牧場学芸員）

登山オリエンテーション

２３目（土曜日）

１日目

ペンケヌーシ岳現 地 観 察 登 山
2４日（日曜日）

２日目

※雨天時は対象山岳の変更、または中止もありえます。判断は、当日朝行います。

大テント村出店者募集

出店料テント１張り４，０００円（持込テントも同額）

出店者は日高町在住者に限ります。

９月１９日までに門別町商工会

（℡０１４５６－２－６３０１）まで申し込み下さい。



17－　　－

パークゴルフ大会

１０月７日（土）　１０時～１２時３０分

参加料５００円（昼食代込み）

※表彰式は翌日行います。

オープンファーム参加者募集

１０月７日（土）　１３時～

日高町の牧場をまわり、名馬を訪ねるバスツアー

参加料３，０００円

「とねっこカーニバル」は１０月８日（日）９時３０分から、日

高ケンタッキーファームで開催します。

　今年は新たに「パークゴルフ大会」が前日の１０月７日

（土）９時３０分から行われます。

　競技賞品には宿泊券などを多数用意しています。
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門別愛光園・富川自向寮合同ふれあいバザー
　社会福祉法人「愛光会」では、地域の方々と利用者職員がこの行事を通じて、共にふれあい、交流を深

められることを目的とし、毎年行っている行事です。

　歌謡ショー・お楽しみ抽選会・各種食べ物コーナーの出店も用意しています。ぜひご参加ください。

　　日時　　９月２４日（日）１０：００～１５：００（雨天決行）

　　場所　　ふれあい広場（とみかわ児童館横）

　　内容　　・「中村明」歌謡ショー　・太鼓プレーヤー「しんた」

　　　　　　・特別ゲスト「水戸黄門」でおなじみの伊吹吾郎　・お楽しみ抽選会

　
　

月
１
日
か
ら
、産
業
廃
棄
物
に
関
す

１０
る
税
制
度（
循
環
資
源
利
用
促
進
税
）が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

○
こ
の
税
金
は
、産
業
廃
棄
物
の
最
終
処

分
場
へ
の
搬
入
に
対
し
て
課
税
さ
れ
る
も

の
で
、税
収
は
、産
業
廃
棄
物
の
排
出
抑
制

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
な
ど
の
費
用
に
充

て
ら
れ
ま
す
。

○
こ
の
税
金
を
負
担
す
る
方
は
、産
業
廃

棄
物
を
排
出
す
る
事
業
者
で
す
。

○
産
業
廃
棄
物
を
中
間
処
理
し
て
か
ら
最

終
処
分
場
に
搬
入
す
る
場
合
は
、中
間
処

理
業
者
の
方
が
循
環
資
源
利
用
促
進
税
を

負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、中
間

処
理
業
者
の
方
は
産
業
廃
棄
物
を
排
出
す

る
事
業
者
に
対
し
、中
間
処
理
料
金
に
循

環
資
源
利
用
促
進
税
相
当
額
を
転
嫁
し
て

請
求
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
負
担
す
る
税
額
は
、産
業
廃
棄
物
１
ト

ン
当
た
り
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成　

年　

月
１
日
か
ら

１８

１０

　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で　
　

円

１９

３１

３３０

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

１９

　
　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で　
　

円

２０

３１

６６０

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら

２０

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　

  　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
，０
０
０
円

※
平
成　

年　

月
１
日
か
ら
平
成　

年
３
月

１８

１０

２０

　

日
ま
で
の
間
は
、最
終
処
分
業
者（
市
町
村

３１を
含
む
。）以
外
の
方
が
行
う
自
己
処
分
に
つ

い
て
、右
記
の
税
率
よ
り
軽
減
し
た
税
率
が

適
用
さ
れ
ま
す
。

○
お
問
い
合
せ

　

日
高
支
庁
税
務
課
課
税
係

　

℡
０
１
４
６－

２
２－

９
０
６
２

◎
募
集
種
目
・
資
格

　

○
曹
候
補
士

　
　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

１８

２７

　

○
２
等
陸
・
海
・
空
士

　
　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

１８

２７

◎
受
付
期
間

　

平
成　

年
８
月
１
日（
火
）

１８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
９
月
８
日（
金
）

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

お
近
く
の
自
衛
官
募
集
相
談
員

　

中
川
美
和（
富
川
北
）中
村
聖
子（
厚
賀
町
）

　

杉
原
正
男（
本
町
東
）川
渕
健
一（
新
町
）

　

又
は
、自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
静
内

　

地
域
事
務
所

　

℡
０
１
４
６－

４
４－

２
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
４
）

◎
そ
の
他

　

８
月
１
日
を
も
っ
て
次
の
と
お
り
組
織
名

　

称
が
変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
旧
）自
衛
隊
札
幌
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
内
募
集
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　

郭

（
新
）自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

静
内
地
域
事
務
所

　門別とねっこ館プールでは、毎週火曜日から金曜日

１２：００～１３：００と１７：００～１８：００の２時間をプール利

用休憩時間としていました。

　利用者のみなさんからの要望により、８月１日から

休憩時間を廃止し一般開放としています。

門別とねっこ館　℡０１４５６－２－２２２１
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札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
札
幌
法
務

局
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
開
設

し
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
秘
密
厳
守
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
５
７
０－

０
７
０－

１
１
０

　

石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
る
か
又

は
従
事
し
た
こ
と
の
あ
る
労
働
者（「
石
綿
ば

く
露
労
働
者
」と
い
い
ま
す
。）に
発
症
し
た

疾
病
に
つ
い
て
、平
成　

年
２
月
９
日
に
労

１８

災
保
険
に
係
る
認
定
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し

た
。

○
主
な
改
正
点

①
中
皮
腫
に
つ
い
て
は
、胸
膜
プ
ラ
ー
ク
石

綿
小
体
又
は
石
綿
繊
維
が
認
め
ら
れ
る
と
の

医
学
的
所
見
を
認
定
の
要
件
と
し
て
い
ま
し

た
が
、中
皮
腫
の
確
定
診
断
等
が
な
さ
れ
て

い
れ
ば
医
学
的
所
見
を
求
め
な
い
こ
と
と
し

ま
し
た
。

②
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
、胸
膜
プ
ラ
ー
ク
、石

綿
小
体
又
は
石
綿
繊
維
が
認
め
ら
れ
る
と
の

医
学
的
所
見
が
得
ら
れ
、か
つ
、石
綿
ば
く
露

作
業
へ
の
従
事
期
間
が　

年
以
上
あ
る
こ
と

１０

を
認
定
の
要
件
と
し
て
い
ま
し
た
が
、石
綿

小
体
又
は
石
綿
繊
維
が
一
定
量
以
上
と
認
め

ら
れ
た
も
の
は
、石
綿
ば
く
露
作
業
へ
の
従

事
期
間
が　

年
に
満
た
な
く
て
も
認
定
す
る

１０

こ
と
と
し
ま
し
た
。

③
び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
に
つ
い
て
は
、新
た

に
業
務
上
と
認
定
す
る
た
め
の
基
準
を
示
し

ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
労
働
局

　

℡
０
１
１－

７
０
９－

２
３
１
１

　

浦
河
労
働
基
準
監
督
署

　

℡
０
１
４
６－

２
２－

２
１
１
３

○
基
礎
年
金
に
上
乗
せ

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
７
９
２
，

１
０
０
円
で
す
が
（
平
成　

年
度
の
満

１８

額
、　

年
間
保
険
料
納
付
が
条
件
）
、
老

４０

後
に
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
を
よ
り
高
い

も
の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
の
た
め

に
、
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
毎
月
の
国
民
年
金
保
険
料

（
１
３
，８
６
０
円
＝
平
成　

年
度
額
）

１８

に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ
し
て
納
め
る
こ

と
で
、
上
乗
せ
の
付
加
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

　

厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
被
用
者
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
報
酬
に
よ
っ
て
保

険
料
や
給
付
額
が
増
減
し
ま
す
が
、
自
営

業
者
な
ど
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者

の
方
は
、
保
険
料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年

金
）
額
が
定
額
で
す
。

　

第
一
号
被
保
険
者
で
、
将
来
の
生
活
設

計
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
よ
り
高
い
も
の

に
し
た
い
方
の
た
め
に
、
付
加
年
金
の
よ

う
な
上
乗
せ
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ほ
か

に
も
、
公
的
な
年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年

金
基
金
、
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
、
農
業

者
が
加
入
で
き
る
農
業
者
年
金
の
制
度
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
上
乗
せ
の
保
険
料

は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

○
付
加
年
金
の
額
は
？

　

付
加
年
金
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
ま
た
は

任
意
加
入
被
保
険
者
の
方
で
す
。
た
だ
し
、

保
険
料
納
付
の
免
除
・
猶
予
を
受
け
て
い
る

方
や
、
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
額
は
、
１
ヶ
月　

円
で
、

４００

付
加
年
金
の
額
は
「　

円
×
付
加
保
険
料
納

２００

付
月
数
」
で
す
（　

歳
か
ら
老
齢
基
礎
年
金

６５

を
受
給
す
る
場
合
）
。

　

つ
ま
り
、
保
険
料　

円
に
対
し
て
年
金
額

４００

　

円
で
す
か
ら
、
需
給
開
始
か
ら
二
年
間
で

２００付
加
保
険
料
相
当
分
の
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
付
加
年
金
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の

受
給
権
を
得
た
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

老
齢
基
礎
年
金
を
繰
上
げ
受
給
（　

歳
～

６０

　

歳
）
ま
た
は
繰
下
げ
受
給
（　

歳
以
降
）

６４

６６

す
る
場
合
は
、
付
加
年
金
も
繰
上
げ
・
繰
下

げ
受
給
と
な
り
、
老
齢
基
礎
年
金
の
減
額

率
・
増
額
率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま

す
。

　

付
加
年
金
の
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

詳
し
く
は
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
せ
先

　

日
高
町
住
民
課
年
金
係

　
　

℡
０
１
４
５
６－

２－

６
１
８
２

　

日
高
総
合
支
所
住
民
生
活
課

　
　

℡
０
１
４
５
７－

６－

２
０
０
１

　

苫
小
牧
社
会
保
険
事
務
所

　
　

℡
０
１
４
４－

３
６－

６
１
３
１

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

℡
０
５
７
０－

０
５－

１
１
６
５

☆
資
源
ご
み
・
も
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
を

間
違
っ
て
出
さ
れ
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ご
み
収
集
日
は
構
成
町
で
月
ご
と
指
定

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
み
収
集
日

程
表
を
ご
確
認
の
う
え
排
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
で
排
出
さ

れ
て
も
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。

　

札
幌
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
と
札
幌
法
務

局
は
、「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」
を
開
設

し
、
い
じ
め
、
体
罰
、
虐
待
な
ど
に
つ
い
て
、

子
ど
も
た
ち
や
そ
の
保
護
者
な
ど
か
ら
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時　

分
か

３０

ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
秘
密
厳
守
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

℡
０
５
７
０－

０
７
０－

１
１
０

☆
資
源
ご
み
・
も
え
な
い
ご
み
の
収
集
日
を

間
違
っ
て
出
さ
れ
る
方
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
ご
み
収
集
日
は
構
成
町
で
月
ご
と
指
定

日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
み
収
集
日

程
表
を
ご
確
認
の
う
え
排
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
袋
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
で
排
出
さ

れ
て
も
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
願

い
ま
す
。
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◇
加
藤
富
士
子
様　

板
倉
葉
子
様 
斉
藤
功
様　

上
井
栄
様　

米
田
勝
代
様
は
平
成　

年
７
月　

１８

２１

日
、社
会
福
祉
基
金
寄
附
金
と
し
て
３
０
０
，０

０
０
円
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
㈲
大
宝
グ
ル
ー
プ　

パ
ー
ラ
ー
ゴ
ー
ル
デ
ン

ゴ
ッ
ト
社
長　

金
子
将
士
様
は
平
成　

年
８
月

１８

３
日
老
人
福
祉
の
向
上
の
た
め
と
し
て「
男
は

つ
ら
い
よ
」Ｄ
Ｖ
Ｄ　

巻
セ
ッ
ト
一
式
、Ｄ
Ｖ
Ｄ

５０

プ
レ
ー
ヤ
ー
２
台
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

◇
鈴
木
ハ
ナ
ヨ
様（
広
富
）金
一
封　

以
上
社
会

福
祉
基
金
寄
附
金
と
し
て
日
高
町
へ

◇
門
別
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
プ
の
会
会
長

　

柴
田
素
子
様（
門
別
本
町
）タ
オ
ル
等
多
数
◇

野
島
チ
エ
様（
富
川
西
）古（
着
）布
多
数
◇
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
つ
く
し
の
会
会
長　

高
柳
久
美
子
様

（
富
川
北
）ジ
ュ
ー
ス
多
数
◇
㈲
阿
部
水
産
代
表

　

阿
部
登
志
夫
様（
厚
賀
町
）マ
ス
多
数
◇
春
木

一
博
様（
緑
町
）バ
ナ
ナ
２
箱
以
上
老
人
ホ
ー
ム

門
別
長
生
園
得
陽
園
へ

◇
門
別
婦
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ホ
ー
プ
の
会
会
長

　

柴
田
素
子
様（
門
別
本
町
）タ
オ
ル
等
多
数
◇

松
尾
裕
二
様（
富
川
南
）甘
酒
２
箱　

以
上
介
護

老
人
保
健
施
設
門
別
愛
生
苑
へ

◇
和
田
修
一
様（
新
町
）金
一
封
◇
元
島
勝
利
様

（
富
川
西
）金
一
封
◇
ハ
ー
レ
ー
＆
ビ
ッ
ク
バ
イ

ク
祭
実
行
委
員
会
様（
富
川
北
）金
一
封
◇
佐
藤

寿
夫
様（
富
川
西
）金
一
封
◇
三
河
義
正
様（
清

畠
）金
一
封
◇
江
刺
家
ユ
ミ
様（
富
川
北
）金
一

封　

以
上
日
高
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
工
事
期
間

　

平
成　

年
８
月
７
日（
月
）

１８

　
　
　
　
　

～
平
成　

年　

月　

日（
月
）

１８

１２

２５

■
通
行
止
め
期
間

　

平
成　

年
９
月
４
日（
月
）

１８

　
　
　
　
　

～
平
成　

年　

月　

日（
月
）

１８

１２

２５

■
工
事
路
線

　

町
道
緑
町
・
福
満　

号
線

１９

■
問
合
せ
先

　

日
高
町
役
場
建
設
課

　

℡
０
１
４
５
６

－

２－

５
１
１
６

　
　
　
　
　
　

■
施
工
業
者

　
　
　
　
　
　
　

磯
田
組
・
ま
る
た
か
高
橋

　
　
　
　
　
　
　

経
常
建
設
共
同
企
業
体

　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
者　

㈱
磯
田
組

　
　
　
　
　
　
　
　

℡
０
１
４
５
６－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２－

０
０
５
０

　

町
道
緑
町
・
福
満　

号
線
道
路
改
良
舗

１９

装
工
事
に
伴
い
、
工
事
期
間
中
は
次
の
と

お
り
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
名

　

平
成　

年
度
ふ
る
さ
と
農
道
緊
急
整
備

１８

　

事
業　

町
道
緑
町
・
福
満　

号
線
道
路

１９

　

改
良
舗
装
工
事

◎通行止め箇所図

　　　１０月１日、全ての事業所が対象です。

　　　　　　９月下旬から調査員がお伺いし、調査票をお届けします。

　　　　　　どうぞご協力をお願いいたします！
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 茄
禾

禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾

禾
禾
禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾
禾

禾
禾

禾
禾

禾
禾

禾
禾
荷

 

▽赤ちゃん健診

　２７日（水）　富川公会堂

　＊対象は、平成１７年９、１１月、平成１８年２、５月生まれの

　　赤ちゃん

▽子育てひろば（育児相談）

　１２日（火）　門別ふれあいセンター

　１４日（木）　サンポッケ

▽健康ひろば（健康相談）

　１２日（火）　門別ふれあいセンター

　２５日（月）　日高老人福祉センター

▽予防接種

　〈ポリオ〉

　１１日（月）　日高国保病院

　１４日（木）　厚賀コミュニティセンター

　２０日（水）　新光町生活館

　２１日（木）　門別公民館

　〈麻しん・風しん混合〉

　２５，２７日　鎌田病院

　〈ＢＣＧ〉

　２７日（水）　富川公会堂

○日程

　（門別地区）

　　平成１８年１０月３日（火）午後１時～５時

　　　門別公民館２階研修室

　　平成１８年１０月４日（水）午前９時～１２時

　　　富川公会堂２階会議室

　（日高地区）

　　平成１８年１０月２４日（火）午後１時～４時

　　　サンポッケ

○相談担当者

　室蘭児童相談所　児童福祉司　判定員

○相談内容

　・しつけ相談　・言葉の障害、身体障害等

　・学校に行きたがらない

　・その他、子どものことで困っていること

○申込先

　（門別地区）

　　保健福祉課　児童家庭係

　　　℡０１４５６－２－６１８３

　（日高地区）

　　総合支所　住民生活課

　　　℡０１４５７－６－３１７３

○その他

　相談については、一切無料です。

　相談を希望される方は、９月１１日（月）まで

　に電話にてお申し込みください。

 旺  欧  横横横横横横横横横横横横横横横横横横横 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 

 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 
 殴 

 王  翁  横横横横横横横横横横横横横横横横横横横 
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平成１８年８月２５日発行

月

　日高山脈館　
　開館時間　　１０：００～１７：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　日高山脈館　電話０１４５７－６－９０３３

　日高町民センター・総合体育館　
　開館時間　　９：００～２１：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　教育委員会分室生涯学習課

　　　　　　　０１４５７－６－３８５８

　日高図書館郷土資料館　
　開館時間　　１０：００～１７：００

　猿休館日　　毎週月曜日

　猿お問合せ　日高図書館郷土資料館　０１４５７－６－２４６９

　とみかわ児童館　
　７日（木）　児童クラブ工作会

　１４日（木）　敬老の日工作会

　１５日（金）　ぬりえの日

　２１日（木）　キラキラチャレンジ

　２２日（金）　おりがみクラブ

　２８日（木）　カレンダーづくり

　猿開館時間　９：００～１７：００

　猿休館日　　６日・１３日・２０日・２７日

　猿お問合せ　とみかわ児童館　０１４５６－２－３０４４

　門別総合町民センター　
　６日（水）９：００～７日（木）１６：００

　　都合により全館使用できません。

<スポーツセンター >
　３日（日）　第１３回門別オープン卓球選手権大会

　１０日（日）　日高連盟会長杯バドミントン大会

　２６日（火）　日高町小規模校四校合同球技交流会

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿休館日　　４日・１１日・１９日・２５日

<福祉センター >
　１７日（日）　日高町敬老会

　２１日（木）　管内婦人防火クラブ研修会

　２２日（金）　北海道林木育種現地研修全体会議

　猿開館時間　９：００～２１：００

　猿お問合せ　教育委員会　０１４５６－２－２４５１

※７日（木）　

　門別中央スポーツホール・門別中央パークゴルフ場は１６：

　００まで都合により利用できません。

　門別図書館郷土資料館　
　猿開館時間　火～金　１０：００～１８：００

　　　　　　　土　日　１０：００～１７：００

　猿休館日　　４日・１１日・１８日・１９日・２３日・２５日・３１日

　猿お問合せ　門別図書館郷土資料館　０１４５６－２－３７４６

札幌弁護士会 ひだか弁護士相談センター

　クレジット・サラ金・交通事故・離婚・相続・賃貸

借・おとなりとのトラブル・・・などなど何でもお気軽

にご相談ください。

　９月の相談日・・・５日（火）　・６日（水）

　　　　　　　　　・１４日（木）　・１５日（金）

　　　　　　　　　・２６日（火）　・２７日（水）

□事前予約制　℡ ０１４６－４２－８３７３

□予約受付　　平日の午前１０時から午後４時まで
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